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  MHI FUTURE STREAM は，三菱重工グループを取り巻く政治・経済・社会・技術の変化につ

いて，中長期視点で捉え，事業の向かうべき方向性を見出し，変革を推進する活動である。本報

では，昨今の国際情勢や技術革新などで変化が顕在化・加速したメガトレンドを示し，それらメガ

トレンドを踏まえた三菱重工グループによる数々の挑戦について述べる。 

  

     

 
 
|1. はじめに 

近年，AI 技術の急速な進化と普及が社会に大きな変革をもたらしている。また，このような技術

進展の陰で，グローバルな分断の深まりと一部地域での紛争の再燃により，経済安全保障やエネ

ルギー・食料供給網の脆弱性が改めて露呈し，各国はその対応としてレジリエンス強化を急いで

いる。さらに，経済性の成り立つ現実的なエナジートランジションの重要性が高まるなど，将来社

会に影響し得る大きな動きが，相互に関連しながら同時多発的に生じている。 

このような変化の激しい世の中においても，三菱重工グループ（以下，当社グループ）が全ての

ステークホルダーに価値を提供し，貢献し続けるためには，①世の中の大きな流れを捉え続ける

こと，②大きな流れに基づき未来社会を構想し，当社グループの事業の向かうべき方向性を見出

すこと，が重要である。MHI FUTURE STREAM は，そのための絶え間ない変革を推進する活動

であり，2018 年から実施している。 

MHI FUTURE STREAM は，“MEGA SCAN”，“SHIFT THE PATH”，“TECHNOLOGY

SCOUTING”で構成される（図 1）。 

“MEGA SCAN”では，当社グループを取り巻く政治・経済・社会・技術のメガトレンドを俯瞰的に

捉え，市場と技術に関する幅広い可能性を考慮した変化シナリオを描き，事業機会を案出する。

本活動では，社内外の有識者・イノベータとの対話を重ね，市場・技術に対する多角的な視点

で，未来を洞察・展望する。“MEGA SCAN”では，こうした変化を個々の現象として捉えるのでは

なく，その全体像を流れとして捉え，変化を洞察する。 

“SHIFT THE PATH”では，“MEGA SCAN”の洞察・展望から，市場と技術のイノベーション仮

説を描き，そこから見出された事業機会を探索する。“SHIFT THE PATH”では，既存事業をつな

いだ新たな価値創造や，既存事業に関連しない新事業など，現在の事業部門では芽出しや育

成が難しいテーマを取り扱い，ベンチャー企業などの社外パートナーも交えたアジャイルな事業

開発チームで，試作・試行による検証などを行う。 
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“TECHNOLOGY SCOUTING”では，二つの観点から取り組んでいる。一つは，“MEGA

SCAN”における中長期の洞察・展望に大きな影響を及ぼす可能性を秘めた破壊的技術を，もう

一つは，“SHIFT THE PATH”で描いたイノベーション仮説を実現するために必要な技術を，社外

パートナーと共創する。 

今般，当社グループでは MHI FUTURE STREAM 活動において，メガトレンドの当社グループ

へのインパクトを更新した。本報では，その結果を踏まえて，当社グループが捉えるべき中長期的

な変化と，持続的に社会へ価値を提供し続けるための挑戦について述べる。 

 

 

 図１ MHI FUTURE STREAM の 3 つの活動 

  

|2. 影響が強く顕在化しているメガトレンド 

MEGA SCAN では，当社グループを取り巻く事業環境の中から，中長期的に一定の方向性の

変化が継続すると予見されるものをメガトレンドとして把握した上で，当社グループのあるべき姿

に向けた課題と挑戦を抽出している。2023 年に示したメガトレンド(1)の一部は，日々生じている

様々な事象によって，予見していた変化が実現・加速し，インパクトが強く顕在化している。これら

加速した構成要素に注目することで，当社グループの取り組むべき課題が見えてくる。 

近年，変化が実現・加速し，インパクトが強く顕在化しているメガトレンドを以下に示す。 

政治/経済分野における大きな変化として，国際秩序の動揺が挙げられる。米中対立が継続す

る中で，中国は GDP 成長率の伸びに鈍化がみられるものの，レアアース等の資源の自給率の高

さに加え，電気自動車，再生可能エネルギー機器，ロボット，AI 等の産業で世界的な競争力を有

する企業・製品が生まれたことにより，経済の自律性を高めている。一方のアメリカは，国内中間

層の衰退等を背景に，国際機関への資金拠出を抑制する等，国際社会でのリーダーシップが低

下傾向にある。紛争を抑止する国際社会のメカニズムが強く機能しない中で，ウクライナ・ロシア

戦争と，イスラエル・ハマス紛争がそれぞれ長期化し，各国で防衛力を強化する機運が高まって

いる。 

これら国際秩序の動揺による影響は，各国間の貿易にも波及している。自由貿易を推進してい

たアメリカが自国産業の保護を目指し，関税の引上げ等を通じて保護主義を強めた一方，中国が

対抗してレアアースの輸出規制を発表する等，国際経済の分断が進行している。米中対立が企

業活動の制約となり得る中で，China+1 戦略に取り組む欧米企業も出てきている。また，市場/生

産拠点の両面でグローバルサウスの重要性が高まっている。 
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加えて，国際秩序の動揺は，防衛費の増額につながり，各国の財政負担の増加ももたらしてい

る。その影響の 1 つとして，先進国では，予算が限られる中での老朽インフラの保守・修復が課題

となっている。また，世界的に自然災害の増加・激甚化が顕著となり，そのリスク対処が求められ

ている。 

経済/技術の観点で顕在化した動向としては，生成 AI の産業応用の拡大が挙げられる。製造

業のバリューチェーンにおいては，製品設計を含め自動化可能なプロセスが拡大している。また

特に材料開発分野では，生成 AI 技術の進歩により機能から材料の逆設計が実現する可能性が

高まっていることに加え，人間には困難な長時間・連続作業を実現する作業ロボットの開発が進

んでいる。 

他方で，AI 技術の利用拡大に伴い社会を支えるインフラとしてのデータセンターの増設が進行

している。データセンターの消費する電力/水等の資源を節約するため，省エネ等が従来以上に

重要な課題となっている。 

|3. メガトレンドを踏まえて当社グループが取り組むべき課題 

当社グループでは，これらメガトレンドを組み合わせ，当社グループとしての解釈を加えて整理

したものを“底流”と呼び，当社グループが持続的に社会に貢献し続けるために取り組むべき課

題として捉えている。近年の米中対立の激化や AI の急速な進化等を受け，底流に関しても当社

グループへのインパクトの大きさや緊急性に変化が見られる。変化を踏まえて評価した結果，当

社グループへのインパクトが特に増大した底流は，図 2 のとおりである。 

 

 

 図２ 当社グループへのインパクトが特に増大した底流 

  

3.1 拡大するインフラニーズへの対応 

新興国では，経済発展に伴い利便性の高い都市部に人口が集中し，生活と産業を支えるイン

フラの整備が求められる。一方，先進国ではインフラの老朽化に対し，長寿命化・更新が求めら

れる。また，世界的に AI・データセンター需要の増大で，電力・冷熱・通信などのインフラ需要が

拡大する。 
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3.2 機械システムの知能化 

センサの高精度化・計算能力の向上・AI 関連技術の進展を背景に，工場・現場で人手を介さ

ない自動化・自律化が進行している。加えて，省人化，脱炭素化等の新たに顕在化した社会課

題は単一の機械では解決が困難であり，多様な機械群を統合制御により最適に連携させることが

求められる。 

3.3 革新材料の創出加速 

AI の進歩によるマテリアルズ・インフォマティクスの発達と，研究作業へのロボット導入により，

材料開発において自動化可能な領域が拡大する。多様化する産業ニーズに対応するため，材

料開発の難易度が高まっている中，この状況を背景に，素材・材料メーカでは開発の低コスト化と

短期化が加速している。 

3.4 安全・安心を高める製品・サービスの提供 

国家間の対立の深刻化（米中・ロシア/ウクライナ・中東）により，地政学リスク・有事リスクが上昇

していることを背景に，国家・企業の重要インフラへのサイバー攻撃やフィジカル攻撃に対するレ

ジリエンス強化・対策導入が求められる。また，世界的な自然災害の増加・激甚化により，人的被

害や経済損害額が増加していることから，自然災害に対する企業活動のレジリエンス向上・リスク

対処のニーズが高まるとともに，インフラ強靭化等の関連ビジネスが進展する。 

3.5 ブロック経済に応じたサプライチェーンの構築 

自国産業を守るための関税・輸入規制の強化等，保護主義的な経済政策が世界的に再び強

まっている。企業は，経済安全保障を考慮したサプライチェーンの構築やリスク分散施策の導入

が求められる。 

|4. 課題解決に向けた当社グループの挑戦 

当社グループが持続的に社会に貢献し，ステークホルダーに価値を提供し続けるためには，3

章で述べた課題の解決が必要となる。これら課題を解決するための当社グループの挑戦の例を

紹介する。 

4.1 拡大するインフラニーズへの対応 

“3.1 拡大するインフラニーズへの対応”に関連して，社会インフラとしてのデータセンターに向

け，脱炭素化ニーズに応えつつ安定的な稼働を実現するオンサイトの電源供給，高出力化・高

温化した GPU/CPU に対応する高度な冷却システム，及びそれらの運用の最適化サービスを提

供する(2)。また，当社グループでは産業プラント·工場設備における巡回点検業務を対象に開発し

たスマート巡回点検システムを有している(3)。これらの技術を活用して，国内外の老朽インフラの

延命に貢献する。 

4.2 機械システムの知能化 

“3.2 機械システムの知能化”に関連して，当社グループ製品を組み合わせることで，単なるデ

ータ連携にとどまらず，複数機器の最適制御による運転コストなどの低減に貢献する。 

4.3 革新材料の創出加速 

“3.3 革新材料の創出加速”に対し，当社グループではマテリアルズ·インフォマティクスを構造

用金属材料に適用し，材料強度特性を迅速に予測する技術を確立，発電プラントの部材の寿命

評価技術を高度化し，設備稼働率向上や設備メンテナンスコスト低減に貢献する(4)。また，当社

グループは統合環境試験システム等，多数の試験装置の製品・技術基盤を有しており(5)，お客様

の材料開発にも性能評価の側面から貢献できる。 

4.4 安全・安心を高める製品・サービスの提供 

“3.4 安全・安心を高める製品・サービスの提供”に関し，当社グループは，人的要因・自然要因

双方に対応するリスク対策技術を有している。前者に対しては，防衛などの重要インフラやプラント

の制御システムに対するエンジニアリングで培ったノウハウに基づく，サイバーセキュリティー技術

を有している(6)。後者に対しては，発電プラント・化学プラント・橋梁・風力発電所向けに実施してき
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た災害影響評価で蓄積したノウハウに基づく，防災シミュレーション・実験技術を有している(7)。これ

らの技術を活用して，様々なリスクに対する国内外のインフラのレジリエンス向上を図り，安全・安心

で持続的な社会・企業活動に貢献する。 

4.5 ブロック経済に応じたサプライチェーンの構築 

“3.5 ブロック経済に応じたサプライチェーンの構築”に対し，特定の国や企業からの調達に依

存する材料やコモディティにつき，①代替調達先の確保と有事に備えた分散調達，②代替品の

事前評価，③代替材料や部品を使う設計の準備，を進め，経済安全保障リスクへの準備を強化

する。 

|5. まとめ 

本報では，外部環境変化が激しい事業環境下において，当社グループを取り巻く重要な変化

を構造的に捉えた上で事業の方向性を見出す MEGA SCAN の活動と，メガトレンドを踏まえた課

題の解決と提供価値の向上に向けた当社グループの挑戦について述べた。 

当社グループを取り巻く事業環境の不確実性に対峙し，社会の持続的成長に貢献するには，

今後も MHI FUTURE STREAM の取組みが重要である。当社グループは，MEGA SCAN を通じ

て，世の中の大きな流れを捉えた上で，お客様の課題解決や当社グループの提供価値の向上

に挑戦していく。 

参考文献 
  (1) 高野飛鳥ほか，MHI FUTURE STREAM が捉えるメガトレンドと持続的な社会貢献に向けた当社グル

ープの挑戦，三菱重工技報，Vol.61 No.1 （2024） 

(2) 三菱重工業株式会社， https://www.mhi.com/jp/business/solutions/datacenter/one-stop-

solution.html 

(3) 本田雅幹ほか，産業プラント・工場設備のスマート巡回点検システム，三菱重工技報，Vol.59 No.3 

（2022） 

(4) 橋本憩太ほか，マテリアルズ·インフォマティクスによる材料強度特性の予測，三菱重工技報，Vol.60 

No.1 （2023） 

(5) 三菱重工業株式会社， 

https://www.mhi.com/jp/products/industry/wind_tunnels_test_equipment_list.html 

(6) 三菱重工業株式会社，https://www.mhi.com/jp/products/defense/intersept.html 

(7) 四條利久磨ほか，社会インフラのレジリエンス向上に貢献する防災シミュレーション技術，三菱重工技

報，Vol.59 No.1 （2022） 
 
 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


